













































































































'  審査結果の要旨 」
 著者は糖尿病患者におけるアミノ酸代謝異常を知るために,山形内科入院糖尿病愚考50例に
 ついて空腹時血漿遊離アミノ酸を日立アミノ酸自動分析計KLA-2型を用いて分析し,糖尿病
 の重症度,年令別,糖尿病性慢性合併症ならびに各種血液化学的所見との関係などを比較し.次
 の成績を得た。
 糖尿病患者と対照の間で有意差のあるアミノ酸はア』'ギニンとタウηンであり.糖尿病、患者の,
 方が低値であり,ことにアルギニノ,スレォニン,シスチン,テロシ〆,1〕ジンは40オ未満の
 方が有意に低値であった。インスηン治療歴の有無にわけてみると,アルギニンはインスηソ治
 療歴のある方で有意に低値であった。また.アルギニン、メチオニンは200πg/44以上の
 ものは有意に低値であり,空腹時血糖値とアルギニンの相関をみると,相関係数一α46とたりゼ
 1%以下の危険率で有意の相関がみられた。さらにηジン,バ1〕ン,ロイシン,スレオニン,チ
 ロシン,イソロイシノ。フエ二一ルアラニン,メチオニンは血清蛋白ZO9/44以下の群でに圭
 有意に低値であった。ことにシスチンは血清A/α1.26以上の群では有意に低値であった。な、・
 曳1
 おηジン,アルギニン.スレオニンは血清α一glObllrin16%米満の方が有意に低ぐかった。
 バllン,チロシノ,フエニールァラニンは血清総脂質700πg/44以上の方が有意に低値で杢
 あり.ヒスチジン,チロシン,フエニールァラニンは血清燐脂質250窺g/44以上の方が有
 意に低く,フエニールアラニンは高コレステロール群で有意に低値であり,プロηンは血清中性
 脂肪150禦9/44以上の群の方が有意に高値であった。
 次に糖尿病患者にプレドニン.インスηン,グルカゴン,ブドウ糖,トルブタマイドを負荷し
 た場合の血漿遊離アミノ窒素の変動を観察し.健康者と比較すると糖尿病患者,健康者ともに軽
 度の血漿遊離アミノ窒素の減少を認めた。ブレドニン10常9経口負荷により.アミノ窒素は糖
 尿病患者では増加した。ブ'ドウ糖509経口負荷,グルカゴンα01蜴/Kg皮下注射負荷.正
 規インスηン5単位静注負荷,およびトルブタマイド1000川9静注負荷によっては健康者,
 糖尿病患者ともにアミノ窒素は減少したが.両者に有意の差を認めたかった。以上の成績より.
 健康者と糖尿病、患者についてアミノ窒素に有意の差の認められたものはプレドニン負荷による変
ゴ
 化のみで.血糖,血漿非エステル型脂肪酸などは上記諸条件で糖尿病患者と健康考で差がみられ司
 るから.血漿遊離アミノ酸は直接エネルギー源となるものであっても.他のブドウ糖.血漿非工t
 スチル型脂肪酸とは異ることを知った。
 依って.本論文は学位を授一与するに値するものと認める。齢
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